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Abstract　 Aquestio 皿 aire　 survey 　on 　dictionary　 use 　 in　 English　classes　 was

conducted ，　 A 　total　of 　448　Japanese　teachers　of 　English　in　Ehime　were 　asked 　if　they

got　the　students 　to　use 　dictionaries　in　English　classes ．　The　results　were 　anaiyzed

according 　to　their　personal　backgrounds　such 　as　their　school 　Gunior　or　senior 　high

school ），
　age

，
　years　of 　experience 　as　an 　English　teacher

，
　etc，　Based　on 　the　main

findings，　dictionary　use 　in　English　education 　in　fUture　is　discussed．

1 ．ば じめ に

　英語 学習 に辞書 は必需 品で ある。学校教育で の 英語学習の みならず，卒業後の 自学 自習に

も辞書 は欠 か せ ない 存在で あ る 。 しか し，最近で は辞書を ほ とん ど使 っ た こ とが な い とい う

英語 関連領域専攻の 学生 も少な くない e
ベ ネ ッ セ 教育研 究所が 2001 年に全 国の 中学生 ・高

校生 に実施 した 学習基本調査 に よる と，「学習方 法］ の 「辞書を引く」 は 1990 年の 第 1 回調

査 と比 べ る と，中学生で 53．0％か ら 33．6％ へ 約 20％ ， 高校生で 75．8％か ら 62．6％ へ 約 13％

それ ぞれ減少 し
， 他の 事項に 比 べ て 際立 っ て い る 。 また，ベ ネ ッ セ （2003）の 「新入 生 の 学力

変化の 実態 とそ の 対策」 に よる と，「不 明な語句は 教科書ガイ ドで確認 」する生徒が 増加する

一
方 で ，

「辞 書で 文意に 適当なもの に 見当を つ け，例文 を確認 」 す る生徒が減少 して い る 。 近

年 の 教 科書 には ， 欄 外に語句の 意味が書かれ て い た り ， 巻末に 単語の 意味が一
覧に な っ て い

た りす るこ とが ，「辞書活用 の 低下」 に つ なが っ て い る と分析 して い る ． こ の よ うに ，最近で

は英語 学習で辞書が 活用 され るこ とが少 なくなる 傾向がある 。

　 日本 人英語学習者 を対象に した 辞書使用 に 関す る主な調査 ・研 究と して ，勝呂（1988 ），萩

野 （1995）， 畠山（1996）， 浅羽（1997）， 山岸（1998 ）， 畠山（2001 ）， 藤村（2001 ）な どが あげ られ

る 。 浅羽（1997＞と畠 山（2001 ）は大学生 を対象に 中学 ・高校時代 に辞書指導を受 けた 経験 を，

藤村（2001 ＞と畠山（1996 ）は大学生の 普段の 辞書使用状況 を ， 勝呂（1988）は 高専の 学生に 中学

校で の 辞書使 用頻度を ， 山岸（1998 ）と萩 野（1995）は 大学生 を対象に普段 の 辞書使 用 と中学 ・

高校で の 辞書指導を受けた経験の 両方に つ い て ，それ ぞれ ア ン ケ
ー

ト調査 して い る。い ずれ

の 調査で も， 辞書を使 う頻度は低 く， 辞書指導を受けた経験 も少 ない 結果が出て い る 。

　 こ の よ うに学習者 を対象に した辞書使用 に 関す る調査 は 比較的多い
一方 で ， 英語教員を対
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象に した辞書使用 ・
指導に 関す る調査 は少 ない

。 采 女（1983）と清川 （1988）は ， 1985 年に 岡山

県高校 教育研究会英語部会 が県内の 高校 1年 生 と英語教員 を対象に実施 した ， 辞書 に関す る

調査結果を取 りあげて い る 。 まず ， 英語教員を対象に した 「英語指導の 調査」 で は ， 高校入

学時 に指導上 困難 と思 われ る点の 1 つ と して ，「辞書 が引けない 」 と答 えた教員が 30％，今

後 の 指 導重点 目標 と して 「辞書を 引 く習慣」 をあげた教員が 39％で あっ た 。

一
方，高校 1 年

生 を対 象に した 「英語学習の 調査」 に よ る と，中学校で辞書の 引き方 を習 っ た と答 えた の は

49％
， 辞書で 単語 ・熟語の 意味をきちん と調 べ る こ とが出来る と答えたの は 41％で あ っ た。

こ の 2 つ の 調査か ら，教員は生徒が辞書を使い こなせ ない と感 じて い る
一

方で ，生 徒は使い

こ なせ る と思 っ て い る とい う教員側 と生徒側 の 意識の ずれ が明 らか にな っ た 。

　山岸 （1998）で は，ELEC 同友会実践研 究部会が 1996 年に様 々 な研 究会に参加 した 英語教

員を対 象に実施 した ， 辞書指導に関するア ン ケー ト調査の 結果 を紹 介 して い る。辞 書指導を

行 うと答えた中学校 教員は 64％
， 高校教員は 60％ で ，

3 年間に 2 〜 3 時 間程度適 宜実施す る

ケー
ス が最 も多か っ た。但 し，

こ の 調査 の 回答者数 が 24 名程度 と少 な く，研 究会 に参加す

る積極的 な教員の 意 見 とい うこ ともあ り，
こ の 結果 を

一
般 的な傾 向 とみ なす こ とは難 しい 。

　英語 教員 を対象に した 辞書指導に 関する大規模な調査事例に，井上 ・多良 （2004 ）が ある。

高知県 の 中学校 ・高等学校の 英語教員 229 名 を対 象に 英和 辞書に 関 して ，教員 自身に と っ て

の 辞書 ， 辞書指 導観 ， 辞 書指 導状況，その 他 （英 語学習全般） につ い て 調査 して い る。大 半

の 教員は辞書指導の 必要性 を感 じて い なが ら ， 体系的な
一

斉辞書指導を殆 ど実施 して お らず ，

そ の 最大 の 理 由は時 間の 不足の た め として い る。 しか し， 辞書指導 を実施すれ ば 自学 自習の

習慣づ けが期待 で きる と結論 づ けて い る。

　井上 ・多良（2004 ）の よ うな ， 英語教員 を対象に した辞書使用 の 実態お よび意識 に関す る大

規摸 な調査 は ほ と ん ど行われて い ない こ と もあ り，今回は 愛媛県の 英語教員を対象 に した同

様の ア ン ケー ト調査 を実施 した。但 し本調 査で は，英和辞書に 限定せ ず，ま た教員 自身 の 辞

書指導を受 けた経験 ， 電 子辞 書に対する考え方など，さらに 新たな質問項 目を追加 した。

2 ．調査概要

2．1 調査 目的

　英語授業で の 辞書使用 の 実態 を把握す る。辞書が扱わ れて い る場合に は その 具体的実施状

況 を
， 扱われ て い な い 場 合 にはそ の 理 由をそれぞれ 明 らか に し，今後の 英語教育にお ける辞

書指 導の あ り方に つ い て 考察する 。

2，2 調査対象者

　愛媛県内 の 中学校 ， 高等学校お よび特殊学校に 勤務する英語教員。
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2．3 調 査時期

　 2005 年 6 月 。

2．4 質問紙

　本研 究 の ア ン ケ
ー

トは ，1）辞書に 関する全般的な こ と，2）現在 の 授業に お ける辞書 の 扱

い ， 3）自身の 学生 時代 を振 り返 っ て ，4）電子辞書に つ い て ，の概ね 4 つ の 内容の 質問事項

で構成 されて い る。本論で は 2）の 分析 とその 結果に つ い て 取 りあげ る。授業で の 辞書を使わ

せ るか ど うか を尋ね た後，使わせ る教員に対す る設 問と使わせ ない 教員 に対する設 問が 続 く。

前者に 対 し て は ， Q1）授業で の 辞書使用暦，　 Q2）授業で 辞書を扱 うよ うに な っ た きっ か け ，

Q3＞実施 概 要 （実施学年，科 目，使用 辞書の 種類 ，頻度 な ど），　 Q4）具体的実施内容 ，　 Q5）

実施 の 効果 ，に つ い て尋 ね ，後者に 対 して は，Q1）辞書を扱わ ない 事情 と，　Q2）その 具体的

理 由 ， に つ い て尋ね た。設問 の 回答 の 大半は選択 式で 複数 回答 とした 。
こ れ らの 他 に も質問

事項 は 用意 されて い たが （資料参 照）， 紙面 の 制 限の 関係 で 特 に本論で 必要 と思われ る項 目だ

けを選ん で 紹介す る 。 本論で は それ らに便 宜上 の 通 し番号 Q1）〜 Q5）を振 る こ とに した 。

2．5 調査の 手続き

　愛媛県内の 中学校 ， 高 等学校 ， 特殊学校 に勤務 す る全英語教員 に協力 を求 めるた め，愛媛

県教育研究推進委員会にて調 査の 趣旨を説明 し
， 調査協力の 了解を得た後 ， 各校に配 属され

て い る英語 教員数 を調 べ
， 各校の 教科主任 宛に人数分 の 調査紙 を郵 送 した。約 1 ヶ 月 の 回答

期間を設 け ， 同封 した返信用封筒で 返送 し て も らっ た c

2．6 分析

　各調査項 目の単純集計 （各選択肢 の 回答 度数 と有効回答数 に対す る割合 〉 に加 え ， 質問紙

最初の ペ ージで尋ね た回答者 の 各属性 の 観 点別分 析 を ， カイニ 乗検 定を用 い て行 っ た 。

2，7 調査紙回収率

　県 内の 英語教員 958 名に調査紙 を配布 し ，
484 名か ら回答 が あ っ た （回 収率 50．5％）。

こ

れ らを学校数でみ る と， 配布 した学校 は 239 校 で ，
149 校 よ り回答 があ っ た （回収率 62．3％）。

3 ．結果

3，1 回答者の 属性

　表 0 は回答者 484 名 の 属性別集計結果 で あ る 。 これ らの 属性の うち，
a）勤務校種 ，

　 b）公

立 ・私 立 ， c＞年 齢層 ，
　 d）英 語教員歴 ，　 e）出身大学の 専攻，の 5 つ を分析観点に据 えた。な

お a）に 関 して ， 中高
一

貫校 と特殊 学校 か らの 返却率 が低 く ， 充分 な有効 回答数 が得 られ なか

っ た ため ， 今 回の 分析で は こ れ らを除外 し，中学校 と高等 学校 の み を対象 とした。
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表 0　 本調査 の 回答者 の属性
一

覧

　　　　勤務校種

職名

　　　 学校別

　　 出身大学での専攻

　　 年齢層

　　　 性別

英語教 員歴

654立公

82立私

940 ％

60 ％

英語系 ：英語教育、英米文学、英語学、英米語、等の 合計。
非英語系 ：経済、法文、他教科教員養成課程、国際文化、等の 合計 。

また ，中高
一

貫校に 勤務する教員の うち，中学校 （中等部）に属 して い る場合は中学校に，

高校 （高等部） 所属 の 場合は高校に ， それぞ れ含めて集計 した。 さらに，授業で生徒に辞書

を使わせ る教員 に対す る質 問事項 の 分 析 に限 り，
「D 辞 書を使わせ る授業の 実施暦別 」 の 観

点 を追加 した。 3 っ の 観 点 c）， d），
　Oを個別 に分析す る必要 は無 い よ うに も思 われ るが ，年齢

と職歴 ，職歴 と辞書使用暦がそれ ぞれ
一

致する とは 限 らない た め ，分析を試み る こ とに した。

なお ， 観点 別分 析 に 関 し て は，カ イニ 乗検定で 有意差が認 め られた 分析結果 の みに つ い て 集

計結果表 を提示 し，その 解釈 を試み る こ と とす る。

3．2 授 業で の 辞書使用の 有無に 関する回答の分析結果

　有効 回答 総数 474 名 の うち 54．6％ ，さらに 「両方」

を含 める と 56．9％ が 授業 で 生徒 に辞 書を使 わせ て い る。

なお 「両方」 とは，学年，科 臥 コ
ー

ス に よ っ て ，辞

書 を使 う場合 と使わない 場合が ある とい う類 の 回答を

ま とめた項 目で ある。

表1 辞書使用状況

度数 ％ 有 効 ％

せる 25953 ．554 ．6
使 わせ て い な い 20442 ．143 ．0
両 方 112 ．32 ．3

有効合計 4フ49 フ．910 α0
無回答／不明 102 ．1

合計 484100 ．0

　次に ，
3，1 節 で 示 した 各観点別 に 分析 を試みた結果 ， 表 2 の よ うに な っ た 。 勤務校種別 ，

年齢層別 ， 英語教員歴 別 ，の 3 つ の 属性 におい て 有意差が 見 られた （X2 ＝ 135．39
，
　 X2 ＝ 16．51

，

X2 ＝ 21．47，い ずれ も p＜ ．01）。 辞書を使 わせ る授 業の 実施率は ， 中学よ りも高校で ，英語 教員

歴 30 年以上，そ して 50 代 以上 の 熟練 教員 による場合 に，それぞれ顕著に高 くな っ て い る。

また
， 統計的に 有意で は無 い が ， 公 立学校 よ りも私立学校での 実施率 と，大学時代に英語 関

係 の 分野 を専攻 し なか っ た教員 よ りも ， 専攻 した教員に よる実施率が 僅 か に高い 。次節以降

で は ， 授業で 生徒 に辞書を使わせ て い る教員 の 回答 と ， 使 わせ て い ない 教員 の 回答 とに 分け

て ， それ ぞれ の 結果 を詳 し く検証 して い く。 なお ， 表 2 に よる と私立学校 教員の 有効総 数が

少 な く，公立 学校 と の 比 較に は無理 があ るため ，次節以 降か らは観点 h）による分析 は行 わ な

い こ とに した。
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表 2　 辞書を使わせ る授 業 の 実施状況 （％）： 回答者属性別

a）勤務校種別 　　　　　　　　　　　　　　　　b）公立 ・私立別

辞書を　 N＝ 446
　 子 xN

＝ 225
咼

N ＝ 221
κ 2d

作 1
使わせ る　 55．228 ．082 ．8 ＊＊

使わ せない 　44．872 ．0172

N ＝ 462
公 乂

N＝ 435
ムユ

N＝ 27
κ 2d

作 1
56．155 ．466 ，7n ．s．

43，944 ．633 ，3

c）年齢層別

辞書を N ＝ 459）

20代
N ＝ 9730

代

N ＝ 17340
代

N＝ 12750
代 〜

N＝ 62
κ 2d

僵 3
使わせ る 56．048 ．554 ．952 ．O79 ．0 ＊＊

使わ せな い 44．051 ．545 ．148 ．021 ．0

d）英言吾教員歴男「亅

辞書を （N ＝ 451

〜4N
＝ 895

　 −

N ＝6910
　 〜

N ＝ 17120
　 〜

N ＝ 75）
30　 〜

N ＝ 47
κ 2df

ヒ 4

使わ せ る 56．550 ．650 ．752 ．658 、787 ．2 ＊＊

使わせない 43549449347 ．441 ．3 薯2．8

e ）出身大学で の 専攻別

辞書を N ＝ 43D
央 語 、
N 篇 3483

央語，、
　 N＝83）

κ 2df
： 1

使わせる 55．556 ．9 49．4 n．S．

使わせ ない 44．543 ．1 50、6

＊ ＊ P＜．Ol

3．3　「授業で 辞書を扱う」 教員の 回答分析 と結果

　こ の 分析で は
， 前節 の 表 1 の 「使 う」 と 「両方」 の 合計 270 名 を対象 と した。各質問項 目

の 集計 の 際 は，270 名か ら無 回答数を除外 した残 りを有効 回答総数 と した 。 そ して 2．4 節で

言及 した Q1） 〜 Q5）の 各設問の 単純集計結果 と各種観点別 分析の 集計結果を表で 示 し，そ

れぞれ に つ い て 考察を試み る 。 なお ，前 述 の よ うに観 点別分析 に関 して は，a）〜D の 全 てで

は な く ， 統 計的有意差が 認 め られ た観点の 結果の み を詳 し く取 りあげ る こ と とす る 。

3，3．1　 rQ　1 ）生徒に辞書 を使わせ る授業を始めて 今年度で 何年目で すか 。 」

　まずは ， 3．2 節で 触れ た 3 つ の 観点 （c）年齢層 ，
d）英語 教員歴 ，

　D 授業で の 辞書使用暦）

の 関係 を調 べ るため に，Dを軸に して ，　 c）と d）とで ク ロ ス 集 計 した結果 を表 3 に 示す。

表 3 P 目 　1 語　　歴別

20代
N；4330

代

N ＝ 884D

代

N＝ 5450
代 〜

N＝ 48

〜4年
N＝ 415

年〜

N＝3310
年〜

N＝7920
年 〜

N ＝ 4030

年 〜

N＝40
合計

N ＝ 235

30年〜 0．0％ 0．0％ 1．9％ 66．7％ O，0％ 0．0％ 0．0％ 0，0％ 82．5％ N＝ 33

20年〜 0．0％ 0．0％ 42．6％ 16．7％ 0．0％ 0．0％ 0，0％ 72．5％ 7．5％ N＝ 32
辞授
書業

使 で

用 の

暦

10年 〜 0．0％ 51．1％ 3t5％ 6．3％ 2．4％ 0．0％ 72．2％ 12．5％ 5．0％ N＝ 66
5年 〜 18．6％ 25．0％ 7．1％ 4．2％ 2．4％ 81．8％ 8．9％ 0．0％ 2，5％ N＝36
〜4年 81．4％ 23．9％ 16．7％ 6．3％ 95ゴ％ 18．2％ 19．0％ 15．O％ 2．5％ N＝ 68
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D と c）と の 相関 は r ＝ O．83 で ， Dと d）との 相関 は r＝ 0．74 で あ っ た。こ の こ とか ら ， 生徒 に辞書

を使わせ る授業の実施暦 は ， 同時 に 自身 の 英語教員歴 で もあ り， 彼 らの 多 くは英語 教員 にな

っ て 以来，辞書を使 わせ る授業パ ターン を踏襲し続け し て お り， 途 中で 辞書使用 をや め た り，

途 中か ら使わせ 始め た りす るケース は少 ない とい う傾 向を うか がい 知 る こ とが出来 る。

3．3．2　「Q2 ）授業で生徒に辞書 を使わせ るように な っ た き っ か けは何で すか 。 」

　生徒に 辞書を使わせ る授業を始め たきっ か けに つ い て尋ねた とこ ろ，ff　4 の よ うな結果に

な っ た 。

表 4　 授業で 生徒 に辞書 を使わせ 始 めたき っ か け集計結果 （複数回答）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i．その 他 の 少数 意 見

1 ・教師や 友達に尋ねて 自分 で調べ ようとしない。
　・ALT か らの 要 請。・

おもしろい か ら
・初任者 研修で。

　・
生 徒が 自主 的 に持 っ て来 る。

↑・卒業 生 に話 を聞 い て、必 要性 を痛 感 した。
　・きっ か けと言うほ どの もの で はない 。
　・

同じ辞書 （小学卒業記念）を全 員が持 っ て い るから。
↑・現 在 は学 習 指 導要 領 に も記 述 が あるの で 。
　・せ っ かく買っ たの に使 わない の は もっ たい ない 。
　・発音 は記号で 覚えることが 日 本人英語話者に は 必要。
1 ・辞書 を利 用 して 分か りや す い 授 業 を工 夫す る。
　・何か の 研究会の時、高校の先 生 方の ご意見で

　 「中 学 生 の 時に辞 書で調 べ る習 慣をつ け させ てほ しい」

　 と言われた。

　授業で 辞書 を使わせ る教員の 約 6 割 （57．9％）は ，
「辞書使用 は 当然 の こ と」 と回答 し ， 最

大の 理 由 とな っ て い る 。 そ して 「基本 的 な使 い 方 を習得 して い ない 生徒 を放 っ て お けず使 わ

せ 始めた 」教員が 43．6％ で 2 番 目に多い
、

い ずれ の 事 由につ い て も 「使 え て 当然で あ るべ き

辞書を使 えな くて は困る」 とい う教員 の 思い が 根本 にある と考え られ る。

　表 4 の 「d．」 と 「e ．1 の 回 答か ら，
「か っ て 自身が 辞書指導を受けなか っ た た め に教員 とな

っ た今 こ そ生徒に は きちん と辞書指導を してお きたい 」とい う理 由 よ りも ，
「受 けた か らこ そ

現在生徒 に対 して もきちん と指導を しなけれ ばな らない 」 とい う理 由の ほ うが 先行 し て い る

よ うで あ る。その 他の 少数意見 の 中に は ，
「ALT ， 卒業生 ， 高校教員 な どの 外 部か らの 要請」

「生 徒が全員辞書 を持 っ て い る環境 にある」 「初任者研修で 指導が あ っ た 」など興味深い 事 由

が 含まれて い る ．

　各種観点別 分析結果の うち，カイニ 乗検定で 有意差 が認 め られたの は ，
a ）勤務校種別 ，　 c）

年齢層別 ，d）英語教員歴別 ，の 3 つ で あっ た 。 まず ， 勤務校種別分析結果を表 4−1 に 示す。

　全般的に ど の選択肢 も高校の 割合 が高 くなっ て お り，授業で の辞書使用 に対す る意識は高校

教員の ほ うが 強い と言 えそ うで ある 。 しか し ， 両校種 聞で 有意差が 認 め られ た の は ，
Fb．当

然の こ とと して 」 （ズ ＝ 9．72
， p＜ ．001）と 「f，大学で 必要性を学ん だ」 （X2 ＝ 3．98

， p＜ ．05）の 2 項

目だけで あ っ た 。
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表4 − 1 辞書　用の きっ か け（a ，勤　校種別）

全体

N ＝253

中学校

N＝ 65
高等学校

N＝ 188
κ 2検定

　 d僧 1

a．生徒が基本的な使 い 方を習得して い ない ため 43．9％ 36．9％ 46．3％ n．S

b．当然の こ ととして 56．5鶉 40．0％ 622 ％ ＊＊＊

c．他 の英語教師が 実施して い るた め 3．2％ 3」％ 3．2％ n．S

d．自身が学生時代 に辞書指導を受けたた め 15．8％ 9．2％ 18．1％ n．S

e．自身が学生時代 に辞書指導を受けなかっ たため 2．4％ 3．1％ 2、1％ n．S

f 大学 での 教科教育法や教育実習で必要性を学んだ 4．3％ 0．0％ 5．9咒 ＊

g．生徒や 保護者か ら要 望が あっ たた め 0，0％ 0．0％ 0，0％
h．勤務校の 方針で 4．7％ t5％ 59 ％ n．S

＊ ＊p く ．001，

＊ P ＜ ．01

＊ P く ．05

4 − 2 辞書使用 のきっ か け（c．年齢層別）

全体

N＝ 26320
代

N＝ 4730
代

N＝ 9740
代

N ； 6650
代

〜

N ＝ 53
κ 2検定

作 3

a．生徒 が 基 本 的な使 い 方 を習 得 してい ない ため 43．7％ 48．9％ 43，3％ 42．4％ 41．5％ n，S、

b．当 然 の こ ととして 58．6％ 53．2％ 59．8％ 54，5％ 62．3％ n，S．

c，他の 英語教師が 実施してい るため 3．0％ 10．6％ 2．1％ 1．5％ 0．0％ 　 羅享響 療

＿P一蹶 矯．

d．自身が学生時代に辞書指導を受けたた め 16．3％ 19．1％ 14．4％ 13，6％ 20．8％ n．S．

e．自身 が 学生 時代 に 辞書指導を受 けなか っ たため 3．0％ 2，1％ 5．2％ 1．5％ 1．9％  
ヂ
广
多h滋【．

杭 大学で の 教科教育法 や教 育 奚 習 で 必 要 性を学ん だ 4．2％ 106 多 41 ％ ヱ0窓 α0％ 鴛 囃 翫
’

g．生徒や保護者 か ら要望が あっ たため 20．9％ 0．0％ 0．0％ 0．0％ O．0％
h．勤務校 の 方針で 4，6％ 14．9％ 5．2％ 0．0％ 0．0％ 嬲 　　　　　咲響

歯

κ
2検定欄の 灰色部は ，検定 に 必要な有効数に度数が満 たな か っ た 。

　次に年齢層別 分析結果 （表 4・2）をみ ると ，
「c．他 の 教員 が 実施 して い た か ら」 （z2 ＝ 11．70，

p ＜ ．01）と 「h．勤務校の 方針で 」（κ
2

； 17．18，p＜ ．Ol）で有 意差 が認 め られた が，ともに母数 が少

な い た め こ の 結果 は信頼性に 問題が ある 。 しか し ，
い ずれ もの 項 目も 20 代の 教員 の パ ーセ

ン テ
ージ が高 く， 教員 に なっ て しば らくは周囲の環境に合 わせ よ うとす る姿勢 が現 れ てい る。

また， 「a ．生徒 が辞書 を使えない 」 と r£ 大学 時に重要性 を学んだ」 の 2 つ も含め て ，こ れ

ら 4 項 目に つ い て 詳 し くみ る と，年齢層が高 くな るほ ど ， 割合が 少 しず つ 下が る傾向に ある 。

っ ま り， 若 い 世代 ほ ど，「周 囲に影響を受け，大 学時代 の 体験 を反 映 させ ，辞書 を使 え ない 生

徒を放 っ て お けず指 導を始め る i と い うい か に も若手 らし い 行動 が うか が え る。逆 に ，年齢

を重ね る ご とに ，
こ れ らの 意識が 弱くな っ て い くとも言 えそ うで ある。

　英語 教員歴別分析で は ，
「c．」と「h．」に加 え，「f−」で も有意差が認 め られ たが （各 々 x2 ＝ 12．96，

z2 ＝ 14．18，π
2＝10．04，

い ずれ も p＜ ．05），年齢層別分析の揚合 と同様 に ， 母 数不 足 の ため信

頼性に 問題 が残 る。また ， 教員歴が長くな る ほ ど実施 率が下 がる 「c．」 と 「hl を除 い て ， 教

員歴 の 長 さとともに実施率 が増減する項 目は無か っ た 。 そ の他の観点別分析で は ， どの 項 目

に お い て も有意差 は認 め られ なか っ た。

3．3．3　「Q3 ）辞書を使わ せて い る学年，科 目名，辞書の種類，頻度 を教えて下 さい 。 」

　異な る学年，科 目， ク ラ ス で実施 して い る場合が考え られ るため ，複数 回答で 尋 ね る こ と

に した 、中学 と高校 とに分けて集計結果 を表 5 に示す。
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表 5 　辞書 を使 っ た授業の 実施概要 校種別集計結果 （複数 回答）

中学校

高等学校

実施掌年 N＝185 ％

1年 生 9450 ．8
2年 生 9249 ．7
3 年生 7741 ．6

使用辞書 N ＝ 63 拓

英和 5181 ．0

和英 4673 、0

英英 11 ．6

使用辞書 N ＝ 183 ％

英和 18299 ．5
和英 14 フ．7

英英 2 亳．1

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 ＊ そ の 他 ： 文 法，英検対策，補習，等。

　まず実施学年に 着 目する と ， 中学で は学年が上 が ると実施 率は上昇す る の に対 し ， 高校 で

は 下降す る 。 高校生 は受験が近 づ くと， 教師が授業 で特 に指示 を しな くて も生徒 自 ら辞書 を

使 うよ うに な るた め と考え られ る 。 使 用辞書は 両校 とも英 和辞 書が最 も多 い が ， 中学 で は和

英辞書 も同 じ程度 の 使 われ 方 を して い る。実施 して い る授業は，科 目名 で 選択肢を用意 した

が ，
「リ

ーデ ィ ン グ」 と 「英作文 ・ライテ ィ ン グ1 に○を付けた中学校教員が か な りい た。こ

れ らは本 来，中学校 の 科 目名 と して は存在 しない はずで あるが，選択 の 授業 で 実施 して い る

か ， あ る い は 科 目名 として で は な く ， 具体的な使用場 面や技能を想定 し て 回答 したた め と考

え られ る 。 そ こで ，中学の 集計表に は リーデ ィ ン グ と英作 文の 区分 を新設 した 。 高校 で は英

語 1
，
IIで 最 も辞書が使 われ て い る結果 が出たが ， 実質的 には リーデ ィ ン グの 補 助教材 と して

使 われ て い る と考え られ る 。
つ ま り， 中学で は ライテ ィ ン グで ， 高校で は リーデ ィ ン グで特

に よく辞 書が活用 され て い るこ とに なる。使用辞 書の 結果 が その ま ま反映 され たか た ち とな

っ て い る 。 実施頻度に 関 して は ， 様 々 な回答例 に対応 で きるよ うに表 6 の よ うな形 式 で 尋 ね

た ため，返 っ て回答パ ターン がば らつ い て しまい ，詳 しい 集計表 は省 くが ，概ね 「不 定期に

（1 回 につ き）5〜 10分程度」 とい う結果が得 られた 。 選択肢の 中で
，

「f．入学時 ， 年度始め 」

「g．辞 書使用 の た め の 特別 な期間を設 ける」 の 回答数は それ ぞれ わずか 4 名 （0．8％）， 5 名

（1．0％）で あ り ，
「i．ほ ぼ毎時間」 は 66 名（13．6％）に とどま っ た 。 辞書使用 の ための 特別 な時間

を取 るこ とな く，必要 に応 じて 5〜 10分程度時 間を取 る の が全般的 な傾 向 とい える。っ ま り，

体系的な辞書指導は殆 ど されて い ない とも言えそ うで あ る。

表 6　 実施頻度を問 うフ ォ
ー

マ ッ ト

a．1 年間　　 b．1学 期 ま た は 半期　　c．1 ヶ 月

d．1週 間　　 e．単元 毎

g．特定 の 期間を 設け て （例

h．不定期 に，必 要時 に適宜

　 £ 入 学時 ・年度始 め

： 「辞 書引き週間」 な ど）

　 　 i．ほぼ毎 日 ・毎時間

こ

（　　 ）時 間

（ ）分

程度
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3．3．4　「Q4 ）具体的に どの よ うな使わせ方 を して い ます か 。 」

　授業で 生徒に どの よ うな辞 書の 使 わせ方 を して い るか につ い て，質 問紙 に以下の a．〜p．の

選択肢を用意 して複数回答で尋 ねた 。 集計結果は表 7 の とお りで ある。 なお ， 選択肢 「n ．」

に ある 「辞書引き練習帳」 とは ，辞書を学校 単位で購 入 した際に希 望に応 じて 出版社 か ら頒

布 され る，辞書の 使い 方に慣れ るた め の ワ
ー

ク ブ ッ ク の こ とを指す 。 また ，
fj．」 に は ， 教員

自身の 経験を踏まえた辞書活用法を教え る こ とも含 まれ る。

哀7 具体的使用方法 （複数回答）

N＝269 有効％

a．新出語句の 意味を参照 12747 ．2
b，用例・例文参照 16561 ．3

c．発音 （記 号 や強勢等）を確認・参照 5119 ．0
d，分節の 確認 622

e．語法等の周辺情報を参照 10438 ．7
f 辞書引き競争 4115 、2
g 複数辞書の 引き比 べ 51 ．9
h．辞書をあえて 使わず、類推力養成 83 ，0
i．辞書使用 の意 義を説明 5921 ．9
，引き方の コ ツを指導 5018 ．6
k，記号 ・納束事の 説明 165 ．9
【，「使い 方」のペ ージ参照 93 ．3

m ，とにかく引かせ る 2810 ．4
n．辞書引き練習帳を利用 83 ．0
。．生徒の 自由に 任せ る 3713 ．8

P，その 他 165 ．9

　p．その他の 具体的使用法
1 ・英作文で使用

　・年1時間だけ辞書の使い方を指導。

　・ス ピー
チ作成時に学校の辞書を利用。

↑・選択授業で物語を読ませたり、紙芝居を作らせる。

　・自分が言いたい こ とを英語で言うために は

　 自分で 調べ ればいい と言うことを教えたい。
　・辞書の使い方用 ワー

クシートを作成し、
↑　それに基づい て、4時間 ほ ど指導して いる。

　・自分の名前を英語に してみ る活動で和英を使う。

　・大部分が間違っ て意味をとらえていそうな
ノ　単語を引か せ てい る。

　辞書を使 い 始め た き っ か けを尋ねた Q2）で ，生徒 が辞書の 基本 的な使い 方を習得 し て い な

い こ とがか な りの 割合 を占めて い たが ，それ を受けて 具体的に ど の よ うに 辞書を使わせ て い

る の で あろ うか 。
「b．用例参照 」 「a ．語義確 認 」 「e ．語法等周辺 情報参照」 の 順に 数値が高い

こ とか ら，必要時 に単発 で 辞書を引かせ て い るこ とがわか る。
一方，「n ，辞書引き練習帳の

利用」 rl．使い 方の ペ ージ参照」 な どの 基礎 的 な作業や，「g．複数辞 書の 引き比 べ 」 「h．辞書

無 しで の 類推力養成」 等 の 時間を要す る使わ せ 方は ，それほ どなされて い ない よ うで ある 。

　観 点別 分析で は ， a ）勤務校種別 ，
　 d）英語教員歴別 ，

　 D 授業で の 辞書使用暦別， の 3 っ の

観点の
一

部の 回 答項 目で統計 的有意 差が認 め られた 。 まず，勤務校種別 分析結果 をま とめ た

表 7・1 に よ る と ， 表 7 で 高い 数値を示 した 「語 義の 確認 」 「用例参照」 「語法参照」 は ，中学

よ りも高校で よ く実施 され て い る（x2 ＝ 15．93 ， p＜ ．Ol； ズ ＝ 8．02
， p ＜ ．01； X2 ＝ 22．86

， p ＜ ．01）。一

方 ， 辞書を使 っ た こ とが ない 英語初学者が多い 中学で は 「f，辞書引 き競争」 が よ く行われ て

い る（X2 ＝ 24．93，　p＜ ．01）。 また ， 中学で は教員が辞書使用 に関す る指導や指示 はせ ず，ど う使

うか は生徒 自身に任せ て い る割合 も比較的高い （x2 ＝ 12．84
，
　pく ．01）。小学校卒業記 念で 辞書を

も ら う生徒が 多い こ と も考 える と ， 中学入学 と同時に 体系的 な辞書指導を始 める の に適 した

機会で はない だ ろ うか 。

　年齢層別 分析で の 有意差は 「b．用例参照」 に お い て の み認 め られ （κ 2
； 9．25，p ＜ ．05）， 高年

齢層 ほ どその 実施率が 高 くなる傾向がみ られ た （表 7・2）。 表 7 と 7・1 で 2番 目 と 3 番 目に 高
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7 − 1 具体的使用方法 （a．勤務校種別）
全体
N ＝ 256

中学校
N ＝ 66

高等学校
N ＝ 190

κ 2検定
　 d作 1

a．新 出語句 の 意 味 を参 照 46．9％ 25．8％ 54．2％ ＊＊

b．用例 ・例文参照 60．2％ 45．5％ 65．3％ ＊＊

c ．発音 （記号 や 強勢等 ）を確 認 ・参 照 19．5％ 12．1％ 22．幅 n．S

d 分 節 の 確 認 2．0％ 1．5％ 2」％ n．s
e．語法 等の 周辺 情報を参照 38，3％ 13．6％ 46．8％ ＊＊

吭 辞書引き競争 15．6％ 34．8％ 8．9％ ＊＊

g 複数辞書 の 引き比 べ 2．0％ 1．5％ 2」％ n．S
h．辞譽をあえて 使わず、類推力養成 2．7％ 0．0％ 3．7％ n．S
i、辞書使用 の 意義を説明 22．7％ 22．7％ 22．6％ n．s
．引 き方の ⊃ ツを指導 18．8％ 22．7％ 17．4％ n．S
k．記 号 ・約束事の 説明 6．3％ 6」％ 6．3％ n．S
1，「使い 方」の

ペ ージ参照 3．1％ 1．5％ 3．7％ n．S
m ．とにかく引かせる 10．9％ 12．1％ 10．5％ n，S
n．辞書引 き練習帳を利 用 3．1％ 0．0％ 4．2％ n．s
o．生 徒の 自由に任 せ る 14．1％ 27．3％ 9．5％ ＊＊

＊ ＊ ＜．01

＊P く ．05

表7 − 2 具体的使用方法 （c．年齢層別）

全体
Nニ 26620

代

N ＝ 4830

代

N ＝ 9940

代

N＝ 6650

代〜

N ＝ 53
κ 2検定
df＝ 3

a．新出 語句 の 意味 を参 照 47．4％ 52．1％ 4L4％ 40．9％ 62．3％ n．S
b．用例・例 文参照 60．9％ 5a 備 56．6膨 6凱 1彩 7Z4 ％ ＊

α 発音（記号 や 強勢等）を確認
・
参照 19．2％ 20．8％ 17．2％ 16．7％ 24．5％ n．S

d．分節の 確認 2．3％ 6．3％ 2．0％ t5％ 0．0％ 纛
・二n、s ・葺

e，語法 等 の 周 辺 情報を参照 38．7％ 33．3％ 40．4％ 40．9％ 37．7％ n．S
正 辞書 引き競争 15．0％ 20．8％ ↑7．2％ 13．6％ 7．5％ n．S

g 複数辞書の 引 き比 べ 1．9％ 2，1％ 1．0％ 3，0％ 1，9％ 難　
巾・

　 　
一
畷
つ

素

鷺
葺匸
梍 尊…・

至…．
h．辞書をあえて使わず、類推力養成 3．0％ 4．2％ 3．0％ 3．0％ 1．9％ ．；五 無 ．．
i．辞書使用 の意義を説明 21．8％ 18．8％ 23．2％ 22．7％ 20．8％ n．S
』
，引き方の コ ツを指導 18，4％ 14．6％ 19．2％ 18．2％ 20．8％ n、S
k 記号

・
約束事 の説明 5．6％ 8．3％ 8．1％ 3．0％ 1．9％

1，「使い 方」の ページ参 照 3．4％ 2．1％ 6」％ 1．5％ 1．9％

　　　「、、
轍

ll巓
」

；ξ．・1…
m ．とにか く引か せ る 10．5咒 2」％ 14．1％ 7．6％ 15．1％ n．S

n，辞書 引き練習帳を利用 3．0％ 2．1％ 4．0％ 3，0％ 1．9％ ・
攤 慨 鐶1黙、

。．生 徒 の 自 由 に任 せ る 13．9％ 16．フ％ 162％ 12．1％ 9．4％ n．S

い 数値を示 した語義 の 確認や語法 の 参 照で は有意差 は認 め られ なか っ た。統計 的有意差 は認

め られ なか っ たが ， 逆 の傾向 ，
つ ま り高年齢 層ほ ど実施 率が低下す る傾 向 が ，

「£ 辞書 引 き

競争」 rh．類推力養成」 「k．約束事の 説 明」 「o ．生徒の 自由」 の 4 項 目におい て 見 られ た 。
つ

ま り，表 7 の 結果か ら導き出 され た ， 基礎的 な作業や 時間を要す る使 わせ方 をする こ とに対

して は，年齢層が高い 教員ほ ど消極的に なる こ とを意味する 。

　こ の ほ か ， 英語教員歴 別分析で は 「b．」 （κ
2

＝ 13．75
， p く ．01）と 「k．」 （x2 ＝ 9．77，　p く ．05）にお

い て ， 授業 で の 辞書使 用暦別分析で は 「b．1 （x2 ＝ 17．14
，
　p ＜ ．01）と 「£ 」 （x2 ＝10．13，　p く ．05）に

おい て そ れ ぞれ 有意差が認 め られ た 。
「b．」につ い て は ともに年齢別分析 と同様 の 傾向で ある 、

前者 で は ， 辞書引き競争 を よく実施するの は英語教員歴 5年未満の新人教員で あ り，30 年以

上の 熟練教員は全 くしない こ とが 差に あ らわれ ， 後者で も同様に 30 年以上辞書を授業で 使

わせ て い る教員は 誰も辞書引き競争 を しない こ とが有意差に あ らわれて い る よ うで ある 。
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3，3，5　rQ5 ）授業で の辞書使用の 効果があ らわれて い ると思い ますか 。 具体的に どの よ う

　　　　 な場面 で効果が実感出来ますか。」

　こ こ で は ， 普段 の 授業で 辞書を使 わせ て い るこ とが生徒に及 ぼす影 響お よび効果 の 有無 を

選択式 回答 で ， そ して効果 が認 め られ る具体的な場面 につ い て は 自由記述式回答で 尋ねた 。

その 全体集計結果は表 8 の よ うになっ た 。

表 8 辞書使用の 効果

辞書使用 の 効果 N ＝ 266 ％

a．かなりある 103 ．8

b．ある程度ある 13751 ，5

G．あまりない 4316 ．2

d．今思わない が期待できる 4215 ，8

e．わからない 3412 ．8

　　　↓

そ の 他の少数意見

← ←

具体的効果 N＝115 ％ 有 効 ％

自主的に辞　を引くようになっ た 4135 ．734 ．8

辞書 引きが速くなっ た 2017 ，417 ．4

予 習して くるようになっ た 1714814 ．8

他の 情報も注意す るようになっ た 1412212 ．2

使い こ なせるようになっ た 97 ．87 ．8

自分 の 表現が使えるようになっ た 87 ．07 ．0

英語力が付 い た 76 ．16 、1

英語 へ の 興味を示すようになっ た 43 ．53 ，5

辞書を持っ てくるようになっ た 32 、61 ．7

質問する生徒増加 した 21 ．71 ．7

その 他 の 少数意見 201741 フ，4

・「辞書を使 えぱ分 か ることが たくさん ある」「英語学 習 には 辞 書が必要 」と感じる生徒 が増えた 。

・
表現活動 に なると当然の ように使 用 し、文例を参考に して オリジナ ル 文を使え るようになっ て い る生徒が増えた 。

・自由英作 文の 宿 題を課すと未知の 語句を使用 して い る。　 ・例文を訳 に応用で きたとき、生徒の 顏 に笑 み がある。

・発音記号を学習するこ とで、発音、ア クセ ン トの 問題 が解 けるようになる副次的効果 。

・ノートに補充例文がプラス される e　　 ・生徒が自分で調べ て 「この ような例 文 もある」と言うとき。
・授業外 でも辞書を自主 的 に 活 用 して い る。　

・
疑問を持っ たらす ぐに 辞書 に 手が 伸 びる生徒を見た とき。

・
文脈 の 中で 意 味 を選択出来るように なっ た。　　

・楽 しく辞書を使 っ て い る。

　効果 を実感 して い る割合は ，
「a ．か な りあ る」 と 「b．ある程度ある 」 を合わせ る と 55，3％

で現時点 で はわずか 半数強で あるが
，

「d．今後に期待で き る」 を含 め る と 7Ll ％に 達する 。

最も顕著に あ らわれた効果 は ， 教員が促 さな くて も生徒が 自ら辞書を引くよ うに な っ た こ と

で ある 。 その 他の 少数意見の 中には ， 英語教師冥利に尽 きる コ メン トが多 く見 られ る 。 辞書

を使い こなせ れば ，予習 ・復習など普段 の 英語学習は もちろん ， 将来 の 自学 ・自習に も大い

に役 立っ は ずで ある。その 基礎で あ る辞書引き習慣 が 定着 した ， あるい はそれ が期 待で きる

と い う結果が得 られ，授業で辞書を使わせ る こ とに充分意義は あ りそ うで ある。

　どの観点別分析 におい て も有意差が認 め られ た項 目は なか っ たが ， 参 考まで に授 業 で の 辞

書使用暦別分析結果 を表 8・1 に示す 。 こ こ で 言 える こ とは ，辞書を使 わせ る授 業を継続 して

い れ ば，よ り効果 が実感 で き る とい うこ とで あ る。但 し本調 査で は ，
10 年間継続 し て よ うや

く半分近 くの 教員が効果を実感 で きる とい う結果が 出て い る こ とか ら，効果が実感で きない

か らとす ぐに 辞書使用をや めて しま うの で はな く， か な りねば り強 く指導 し続 けるこ とが肝

心で ある。
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8 − 1 辞書　用の効　　（倶授業で の 辞書使用暦別）

全体

N ＝233

〜4年

N ＝685
年〜

N ＝3610
年 〜

N ＝ 6520
年 〜

N ＝ 3130
年 〜

N ＝ 33
κ2検定

df＝ 16
a．かなりある 4，3％ 5．9％ 0．0％ t5％ 3．2％ 12．1％ n．s．
b．ある程度ある 54．4％ 42．6％ 50．0％ 56．9覧 613 瓢 72．7％ n．S
c．あまりない 15．0％ 16．2％ 19．4％ 15．4％ 12．9％ 9．1％ n．S．
d．今思わない が 期待できる 14．2％ 221 ％ ノ39 ％ 138 ％ 65 班 6 綿 n．S．

e．わからない 毒2．0％ 13．2％ 16．7％ 12．3％ 16．1％ 0．0％ n．S．

3．4　「授業で辞書を扱わない 」 教員の回答分析と結果

　 こ の 分析で は ， 3．2 節 の 表 1 の 「使 わない 」 と 「両方」 の 合計 215 名 を対象 とした 。 各質

問事項 の 集 計で は，215 名 か ら無回答数 を除外 した残 りを有効回答総数 とした 。 2．4 節 で述

べ た 2 つ の 質問事項 Q1） と Q2）の 単純集計結果 と各種観点別分析 の集計結果を表 で示 し，

それ ぞれの 結果 の 解釈 を試 み る。

3．4．1rQ1 ）現在，辞書を使わせ て い ない ことに 関して，次の a．〜c．か ら該当する項目を

　　　　 1 つ 選ん で下 さい 。 」

　まず ，授業で 生徒に辞 書 を使 わせ て い ない

現状に 至 っ た背景 に つ い て 尋ね て みた 。 その

結果は 表 9 の とお りで あ る 。 用意 した 3 つ の

選択肢 の それぞれ にほぼ均等 に回答 が分散 し

て お り ， その 経緯は様 々 で ある こ とがわか る 。

表9 辞書を使わせ て いない 背景
N＝ 214 ％

a．か つ て　用 、現 土　　用 6329 ．4
b．使わせ たい が出来て いない 7434 ．6
α 使わせ ること自体を考えない 7334 ．1

そ の他 41 ．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［a．以前使 わせ て い た こ とがあ るが ， 現在は

使わせ て い ない 」具体的理 由には ，i効果が あ らわれ なか っ た」 「以前 は時 間的余裕が あ っ た」

な ど の 事 情が考 え られ る 。
「b．使 わせ たい が ， 実現で きて い ない 」 具体的理 由 に つ い て は，

Q2）と関わるため ， 次節 で 詳 しく述 べ るこ とにす る。「cJ につ い て は ， 文 字 どお り辞 書 を使

わせ る とい う発想 その もの が 無 い
， あ る い は重要 と考 えて い ない とい うこ とで あ り ， 全 体の

お よそ 3分の 1 を 占めて い る。なお ，
「その 他」 には ， 辞書 は予 習や復習な ど家庭学 習で 活用

する べ きで授業中にわ ざわ ざ時 間を取 らな くて もよい
， とい う旨の コ メ ン トが含まれ る 。 こ

れに つ い て も， Q2）に 関わ る内容 で ある ため ， こ こで 詳 しくは 触れ ない
。

　観点別分析結果の うち， こ こで は 勤務校種 ， 年齢層 ， 英語教員歴の 3 つ に つ い て 述 べ る 。

まず勤務校種別 分析で は 統計的に 有意 な差で は ないが ， か つ て 辞書を使 わせ た経験 を有する

の は高校教員に 多 く，使わせ る こ と自体を考えて い ない の は中学教員に多い 傾向が うかが え

る （表 9−1）。年齢層 別分析 （表 9・2）と英語教員歴別分析 （表 9−3）で は 有意差が認め られ

た（x2 ＝ 13．68，
　p＜ ．05 ； z2 ＝ 17．81

，
　p＜ ，05）。 と もに授業で辞書を使わせ たい とい う思 い が あ り

なが ら実現で きて い ない の は若 手教員に特 に多く ， 年齢を重 ね るごとに その 割合は 減少 して

い くが，熟練教員に な る と急増する。全 くその 逆 の 増減傾向が ，か つ て使わせ て い た が 現在

は使 わせ て い ない 教員 の 回答に 見 られ る 。

一方 ， 辞 書を使わせ るこ と を考えて い ない 教員が，

世代や職歴 に 関係 な く約 3 分 の 1 程度い るこ ともわ か る 。
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表9 − 1 辞書を使わせて いない 背景 （a．勤務校種別）

全体
N ＝211

中学校

N＝ 165
高等学校

　 N＝ 46
κ2検定

d仁2
a，、つ て　用、　 土　　用 30．0％ 27．2％ 40．0％
b．使わせた い 力 出来て い ない 35，3％ 34．6％ 37，8％ n．s．

c．使わせ ること自体を考えない 34．8點 38．3％ 22．2％

表9 − 2 辞書を使わせ て い ない 背景 〔o．年齢層 別）

全体

n ＝ 20820
代

n ＝ 5130
代

n ＝ 8140
代

n ＝ 6050
代〜

n ＝ 16
κ 2検 定

df＝6

a．か つ て　用 、現　　　用 30．3％ 157穹 2欲4彦 433 窓 3Z5％

b．使わせた い が 出来ていない 35，1％ 51．0％ 34 砺 23 詔 31，3％ ＊

c．使わせ るこ と自体を考えない 34．6％ 33．3％ 37、0％ 33．3％ 31．3％ ＊ Pく ，05

表9 − 3 辞書を使わせ て いない背景 （d．英語教員歴別）

全体

n ＝ 203

〜4年

n＝ 445
年〜

n ＝ 3510
年一

n ＝ 8420
年〜

n ニ 3130
年〜

n＝ 9
κ 2検定

作 8
a，か つ て 　用、現 土　　用 29．1％ 13！6寛 257％ 383躍 484 ％ 11．1％
b．使わせ た い が出来て いない 35．5％ 50．0％ 429 窟 3 £ 瀦 ノ29 多 444％ ＊

c ．使わせること自体を考えない 35．5％ 36．4％ 31．4％ 34．5％ 38．7％ 44．4％

3．4．2　「Q2 ）授業で 辞書を使わせて い ない 理 由を次 の a．〜o．か ら選 んで 下 さい 。 」

現在授業で辞書を使わせ て い ない 理 由を複数回答で 尋 ね た とこ ろ ， 表 10 の よ うに な っ た 。

ra．辞 書 を使 わせ るた めの 時 間が取 れない 」 が約 7 割 を占め ， 最大 の 理 由 とな っ て い る 。 次

に 多い 理 由が 「c．教科書巻末 単語 リス トで 済ま せ る 」 に な っ て い るが ，辞書 を使 わせ て い な

い 教員 の 大 半は中学校教員 が 占め るた めで ある 。 こ の 事項 には，教員 が巻末単語 リス トを生

徒 に使 わせ る場合 と，教員 は使わせ た くない が生徒が使 っ て しま う場合の 両方が 含ま れ る。

表 10 の 選択肢 お よびそ の 他 の 少数 意見の 多くが ，Q1）で 触れ た ， 辞 書を使 わせ た い が 実現

で きない 理 由に当て は まる とい え るで あろ う。

表 10 その 理由 （複数回答）

N ＝ 212 ％

a，時間がない 14267 ．0

b．生徒が辞書を持っ て こない 2310 ．8
c．教科書巻 末単語リストを利用 10147 ．6
d．市販の単語帳等を利用　　 ・ 31 、4
e．教科書ガイドを利用 83 ．8

E 学 力差 ・個人差のため指導難 2813 ，2

g，か つ て試み て効果が無か っ た 41 ．9
h．指導方法 がわからない 94 ．2

i．指導 不 要 ・自然に覚えるはず 1047

．面倒 31 ．4
k 生徒は既習 の はず 62 ．8
1．生徒の 辞書が不統

一
の た め

指導が難 しい
146 ．6

m ．自作の 語彙リス トを利用 178 ．0
n．授業中で なく家庭で 使うべ き 3416 ．0

。．そ の 他の 少数意 見 2310 ．8

。．その 他の少数意見
・多くの 情報がある辞書を使い こなせず英語嫌 い に なる

生徒を出 した くな い e

・単語、綴りはその 場で英語 で尋ねるように 指導して い る。
・中学校段階で は、辞書使用 よりもまず 「話せ る英語力 」、
　 基礎的なコ ミュ ニ ケ

ーション 能力をつ け たい 。
・1クラス 分の 辞書が 揃っ て い ない の で使えない 。
　 前任 校 で は使 っ て いた。揃っ て い れ ば多用 した い 。

・1年生時は 全員が教科書を音読できるこ と、わ か る楽 しい

　 授業作りを目指したが、次第に学力差が広がり、
　 辞書指導の きっ か け を失っ て しまっ た。
・普段 は授業の 内容か ら考えて使わない場合が 多い の で

　 持っ て こさせ て い ない 。
・醉書を買うの に 困難な家庭もあるの で辞書を買うの を

　 強制 で きない 。

・必 要 な ときは 図奮館の 辞書 を利 用。
・辞書指導無くて は辞書を使える力は育たない 。選択授業等

　 少人数 で は 十分 に指導する時間が あるの で、教材 に

　 よっ て は使用するように して い る 。

・選 択授業くらい で しか 活 用 する機会 がな い 。

・中 1の 始め なの で、今 は まだ必 要 ない と考 えるが 、
　 い ずれは使わせるつ もり。
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　勤務校種別分析結 果を示 した表 10・1 で は有意差 が 4 つ の 項 R で 認 め られた。中学で は，「a

辞書使 用 の ための 時間が 取れ ない 」 と 「教科書巻末単語 リス トで 済 ませ る」 が 主な理 由で あ

る の に 対 し ， 高校で は 「時間が取れ ない 1 に加 えて ，
「生徒が 辞書を授業に持 っ て 来ない 」 と

「辞書は 家庭学習用 で あ り授 業中 にわ ざわ ざ時間 を取 る必 要は ない 」 が多 くの 割合 を 占めて

い る。 中学で は便利な教科書巻末単語 リス トが
一

時的な辞書の 役割を果た し ， 高校 で はせ っ

か くの 教員の試 み に生徒が応 えない
， とい う状況 にな っ て しま っ て い るこ とが わか る。

表 10 − 1 具体的理由 （複数回答） （a．勤務校種別）

全体

N＝ 209
中学校

N＝ 164
高等学校

　 N＝ 45
κ 2検定

dfヒ1

a．時間がない 67．0％ 73．2％ 44．4％ ＊＊＊

b．生徒が辞書を持っ て こない 11．0％ 2．4鴨 422 ％ ＊＊＊

c ．教科書巻末単語リス トを利用 48，3％ 57．9％ 13．3％ ＊＊＊

d．市販 の 単語帳等を利 用 1．4％ 12 ％ 2．2％ n．S．

e ．教科書ガイドを利用 3，8％ 3，70％ 440％ n、S．

ε学力差 ・個人差 の ため指導難 12．4％ 11．6％ 15．6％ n．S．

g．か つ て試み て効果が無かっ た 1．9％ 1．2％ 4．4％ n．S．

h．指導方法 がわか らない 43％ 3．0％ 8．9％ n．S．
i．指導 不要 ・自然 に覚え るは ず 4．8％ 5．5％ 22％ ns ．

．面倒 1．0％ 0．6％ 2，2％ n，S，

k 生徒は既習の はず 2．9％ 1．8％ 6．7％ n，S．

【．生徒の 辞書が不統
一

の ため

指導が難しい
6，7％ 4．9％ 茸3．3％ n．S，

m ．自作の 語彙リス トを利用 7．7％ 8．5％ 4．4％ n，S，

n．授業中でなく家庭で使うべ き 15，3％ 12．2％ 26．7％ ＊
＊ ＊ ＊ pく ．001，　＊ p く ，05

4．考察

　最後 に ， 本調査の 結果 をま とめ ，今後の 辞書指導の 在 り方，課題 に つ い て 考察す る 。 本調

査で は ， 第 1 節で 触れ た 高知県の 英語教員を対象に した井上 ・多良（2004）とほぼ 同 じ結 果 と

な っ た こ とに加 え ， 次 の よ うな新たな結果 も得 られ た 。

　まず ， 普 段の 授業で生徒に 辞書を使 わせ る英語教員は全体の 6割 弱で （表 1），その 多 くは

高校教員で あ り （表 2a），世代別 で は若手 よ りも熟練教員で その 割合 が多か っ た （表 2c）。

使 えて 当た り前で あるはずの 辞書を生徒が使い こ なせ ない こ とが ， 授業で 使 わせ始 めた最大

の 理 由で あ り （表 4 ）， 特 に高校教員で その 傾向が強 い （表 4−1）。 周囲 の 環境に影 響 され て

辞書を使わせ 始 めた割合 は若 手教員 に多い （表 4・2）。 実施状況 （表 5 ， 表 7， 7−1， 7・2） を

見 る と
， 中学で は英作文 を させ る時に英和辞書 と和英辞書が 同じ程度に使われて い る 。 そ の

実施 率は高学年になるほ ど高 くなる 。 辞書引き競争をす る以外 は，特に使い方を指示せ ず生

徒の 自由に任せ て い る教員が多い
。

一方 ， 高校では り一デ ィ ン グの 際に英和辞書で 例文，語

義，語法を参 照 させ る教員 が多 く， 高学年に な る とその 実施率 は下 が る。中高 い ずれ も，必

要時に 5〜 10 分程度辞書を引かせ て い るだけで ， 体系的な指導は行われ て い ない 。 しか し，

半数強 の 教員がその 効果 を実感 してお り （表 8 ）， 熟練教員ほ どそ の 傾向が強くな る （表 8−1）。

　授業で辞書 を使 わせて い ない 背景は様 々 で （表 9 ）， 中堅教員 に なるほ どか つ て は 辞書を使
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わせ て い た 割合が 高 く ， 逆 に若 手教員ほ ど使 わせ たい が実現で きて い ない 割合が 高い （表

9・1
，
9・2）。実施 して い ない 最大 の 理 由は時間が 取れ ない こ とに ある 。 それ に加 え ， 中学 で は

教科書巻末単語 リ ス トで 済ませ て しま うこ と，高校で は生徒が辞書 を持参 しない こ とが ，そ

れぞれ主な原 因 とな っ て い る （表 10，
10・1）。 中学で辞書の必 要性 を感 じない まま高校 に進

学する とい う
一

連の 流れが 出来上 が っ て しま っ て い るの か もしれ な い
。 また ， どの 世代 にも

辞書 を使わせ る考えが無 い 教員が約 3 分 の 1 居 るこ とが 明 らか に なっ た 。

　今回 の 調 査で は 50歳代以上 ， あるい は英語教員歴 30年以上の い わ ゆる熟練層の 回 答 に は ，

他 の 世代 とは異 なる 次の よ うな特徴が あ っ た。まず ，辞書 を使わせ る割合 が群を抜い て 高く

（表 2c
，
　d）， その 効果 を実感 して い る割合 は 7 割を越 える （表 8−1）。

一方，彼 らの 回答だ け ，

前述 の 表　9−2 で 言及 した 「他の世代に見 られた一連の 回答傾 向」 に反 して い た 。 こ の 原 因 を

考 えて みた とこ ろ，彼 らは ，必 修単語数 英語授 業時数 ともに最も多か っ た 昭和 44年 （中学）

と昭和 45 年 （高校 ）施行の 学習指導要領下で学生時代を過 ご した こ とが あげられ るが ，そ れ

が要因で あ る確 証は な く，さ らに研究が必 要で あ る。

　各種観点 別分析の うち ，
「e） 出身大学で の 専攻」 に よる有意差は ど の 質問項 目に お い て も

認 め られ なか っ た た め ，大学時代に英語 を専攻 して い たか否か はそ の 後 の 辞書指導の 方針に

は影響を及 ぼさない と言 えそ うで あ る 。

　今回の 調査 では ほ とん ど表面化 しか っ た が，実際に は今 まで辞書指導を受けたこ とが無 く，指

導の 仕方がわ か らない 教員が も っ と存在するか もしれ ない 。仮にそ うであれ ば，そ の教員に習っ

た生徒は辞書が使い こ なせ ない だ けで な く， 将来教員に なっ た場合には辞書指導が 出来 ない
， と

い う悪循環 を招 く危険性が あ る。そ うな らな い ためにも，今後は生徒 へ の 指導だ けで は な く，辞

書指導が き ちん とで きる教員の 養成 を踏ま え た指導や研修 も必 要に な っ て くる で あろ う。 ま た，

現在で は 手軽 な携帯型電 子辞書が普及 し，辞書事情は年を追 うごとに変化 し続けて い る た め ，

そ の 時代に 応 じた辞書指導 が求め られ る。 全国各地で開催 され る様 々 な教員研修や ワ
ー

ク シ ョ

ッ プ の 中に は，辞書指導に関する もの も多く見 られる こ とか ら，英語教員が 自主的 に こ れ らに参

加 し て 研鑽に努 め る こ とも
一

案で ある。

　 現行の 学習指導要領で も謳 われ て い るよ うに ， 基礎 ・基本 の 定着，問題解決的 な学習活動 の

重視，自ら学び ， 自ら考え る力な ど の 「生 き る力 」 の 育成な どが求め られて い る現代社会に あ っ

て，英語教育お よび そ の 学習 に不可欠な辞書を有効に活用出来るよ うに，中学校か ら体系的に指

導 し て い く必要 がある。辞書 の 使い 方は学校で教えられな くとも自然 に身に っ い て い くと考 え ら

れがちで あるが ，本当に辞書を使い こ なせ る能力 を習得 して い る人は果た し て ど の くらい い るで

あ ろ うか
。 授業で 辞書 の 時間が取 れない か らこ そ，自学自習の 習慣を養 うた めの 辞 書指導 が

必要なの で はない だろ うか 。 教師中心主義の 授 業や親切す ぎる教材の 見直 し ， 辞書の 使い 方

ワ ークブ ッ クの 活用 などを とお して ，現在はほ とん ど実現 で きて い ない 中高連携を念頭に置

い た体系的な辞書指導の 実施が ，そ ろそ ろ検討 され始 め て もい い はずで あ る 。

　 授業に お ける辞書使 用の 現状を把握する に あた り，今回は愛媛県の 英語教員を対 象 と した
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が ，
一

般 的な傾向 を知 る に は他の 都道府県で も同様 の 調査 を定期的 に継続 して い くこ とが 必

要 で ある 。 今後 は ，本研究の よ うな実態調 査 に とどまる こ とな く ， 辞書使用の 効果 を実証的

に検 証 して い く必 要が ある 。 どの よ うな学習者に ど の よ うな指 導を どの 程度行えば ど の 程度

の 英語 力 向上 に つ なが る の か ， 他の 様 々 な学習法略 とも比較 しなが ら， 最 も有効な辞書の 使

い 方 とそ の 指導方 法 を模索 して い くこ とが求め られ る 。
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シ ョ ン ．

ベ ネ ッ セ 教育研 究所 く2002b）．『第 3 回 学習基本調査報告書　高校生版』 ベ ネ ッ セ コ ーポ レ

　
ー

シ ョ ン．

山岸勝榮 （1998）． 『英語教育と辞書の 思想 と実践』　こぴ あん書房．
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